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いきいきふれあいサロン 

参加者・ボランティア募集 

まんのう町在住のおおむね65歳以上 
●ひとり暮らし世帯 
●高齢者のみの世帯 
●これに準ずる世帯 
ただし、要介護・要支援認定を受けた方は、 
対象外となります。 

（琴南地区） 
●エピアみかど　　　●西谷活性化センター 
●琴南総合センター　●琴南公民館 
●琴南農村環境改善センター 
（満濃地区） 
●長炭活性化センター　●満濃保健センター 
●婦人の家　　●満濃農村環境改善センター 
●高篠ふれあいセンター 
月／1～2回程度　10:00～14:00

手芸、調理、軽運動、クリスマス会、花見、 
遠足、小学校との交流  等 
参加者の希望により計画を立ててます。 

300円 
外出時、手芸材料等は、別途いただきます。 

サロンに協力してくれる 
ボランティアを募集します。 
昼食づくり、レクレーション 
補助など、どなたでもできる 
活動です。年齢は問いません。 

●まんのう町社会福祉協議会 
　TEL73－3313（担当:東條） 
●まんのう町社会福祉協議会  琴南支所 
　TEL85－0120（担当:田中） 

まんのう町地域包括支援センター、まんのう町 
社会福祉協議会に置いてある申請書に必要事項 
を記入のうえ、お申し込みください。 
尚、担当民生委員の意見が必要となります。 

※自治会、グループ等で自主運営しているサロン 
　活動に助成を行っています。 
　P3の要綱をご覧下さい。 

対　象　者 

活動場所・時間 

●近所の人とのふれあい・親睦 
●無理なく体を動かせる 
●仲間作りができる 
●適度な刺激 
●生活のメリハリ 
●閉じこもり防止 

サロンの効果 
活 動 内 容 

ボランティア 
申し込み方法 

参　加　費 

問い合わせ先 

銭太鼓づくり（高篠） 銭太鼓づくり（高篠） 

粟井寺に参拝（神野） 粟井寺に参拝（神野） 

　いきいきふれあいサロンは、町の委託を受け、まんのう町社会福祉協議会
が運営している活動です。 
　満濃地区106名、琴南地区で76名が登録し、生きがい作り・介護予防を
目標に地域の方が集っています。また、満濃地区60名、琴南地区19名のボ
ランティアの方がサロンの運営に協力いただいています。 
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　夏休みを利用して、町内小中高校の元気な生徒27

名がいきいきふれあいサロン・子育てサロンのボラン

ティア体験をしました。 

　事前研修会では、おむつ交換・妊婦体験やうらしま

太郎体験で勉強。当日は、昼食づくりやかき氷、廃材

を使ったおもちゃを子どもと作ったりして、ふれあい

ました。 

　「小さな子どもと接することは少ないけど今日は、

楽しかったです。また、機会あれば参加したいです」

と感想をいただきました。 

（左から一番目の生徒さんが） 
高齢者擬似体験中。ゼリーのふたを 
開けるのに苦労しました。 

おいしい、かき氷をたくさん 
食べてね。 

一日で皿まわしができるようになりました。 

住民が中心となって 
ふれあいの場。孤独解消。地域で支えあう活動。 
 
（参加者）高齢者・障害者・子育て中の親子などと

サロンに協力する方 
（助成用件） 
①責任者が明確になっていること 
②定期的な参加者がおおむね10人以上であること 
③年間10回以上活動していること 
④会場の確保されていること 
⑤開催時間が3時間以上であること 
⑥参加希望するものを広く受け入れること 
⑦地域の協力がはかれていること 
　用件をすべて満たしたサロングループに年間2万
円の運営助成をしています。事前に登録が必要です。 
　まんのう町社会福祉協議会へお問い合わせくださ
い。ただし、まんのう町などの助成事業を受けてサ
ロンを実施しているグループ・団体は対象となりま
せん。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
　本制度は、ボランティア個人またはボランティア
グループが加入者となり、ボランティア個人を被保
険者として全国社会福祉協議会が、一括して保険会
社と締結する団体契約です。 
　ボランティア活動中の様々な事故によるケガや、
賠償事故を補償します。 
　基本プラン300円、天災プラン650円などのプ
ランがあります。 
　加入希望の際は、社協までご連絡下さい。 

あなたの地域でもサロン活動してみませんか。 

～ふれあい・いきいきサロン～ 
ふくしの保険ホームページ 

http://www.fukushihoken.co.jp
銭太鼓づくり（高篠） 

粟井寺に参拝（神野） 
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気軽に無理なく楽しく自由に 
地域で子どもは心豊かに育っています。　　　　　　　　　　にいらっしゃい!地域で子どもは心豊かに育っています。　　　　　　　　　　にいらっしゃい!子 育 て サ ロ ン 

　現在、わが国では少子高齢化が社会問題として取り上げられ、核家族化の進行や子育て家庭の孤立化・閉塞感、及び
地域社会との結びつきの悪化など、子どもと子育て家庭を取り巻く環境は、厳しさを増し、「子育て支援」は国民的な
課題となっております。 
　そこで、まんのう町社会福祉協議会では安心して子どもを産み、育てることのできる地
域づくりを目的に子育てサロン事業を実施しています。 
　平成16年度より実施されているこの事業は、「子育てボランティア養成研修」を修了され
登録していただいたボランティアの方に協力をいただいています。 
　子どもを育てる主人公は、あくまで親です。その親の重荷を少し軽くすることで、親はや
さしく我が子に目を向けることができるのではないでしょうか。そんな場が子育てサロン
です。 
　嬉しい出会い、楽しい出会い…いろいろな出会いがありますが、きっと素敵な出会いが待
っています。子育て中の保護者の皆様、是非一度子育てサロンにおいでください。 

お問い合わせ先　まんのう町社会福祉協議会　�73－3313

●サロン対象者：0歳～未就学の子どもとその保護者、妊婦等、共通した生活課題をもつ方 
●サロン会場：①まんのう町満濃農村環境改善センター 1階 多目的ホール（まんのう町四條734番地1） 
　　　　　　　　　毎週水曜日（祝祭日は除く）　午前10時～午後14時 
　　　　　　　　②農村婦人の家（まんのう町岸上126番地） 
　　　　　　　　　毎週金曜日（祝祭日は除く）　午前10時～午後12時 
●参　加　費：無料（行事等参加費用について必要時に負担金の徴収があります。）※怪我と弁当自分持ち!!

地域で子育てを楽しもう！ 
子育てにやさしいまんのうづくり・・・ 

地域で子育てを楽しもう！ 
子育てにやさしいまんのうづくり・・・ 

気軽に無理なく楽しく自由に 気軽に無理なく楽しく自由に 

毎週いろんな出会いがあります。 
みんなおいで！ 

いっしょに遊びましょう！！ 

毎週いろんな出会いがあります。 
みんなおいで！ 

いっしょに遊びましょう！！ 

満中ボランティアのお姉さんと 
いっしょに魚すくいをしたよ。 

音楽に合わせて 
めいいっぱい動いたよ。 

七夕の飾りつけをしたよ。 

子育てボランティアさんが 
読み聞かせをしてくれました。 

子育てボランティアさんが 
綿菓子をつくってくれたョ。 

満中ボランティアのお姉さんと 
いっしょに魚すくいをしたよ。 

音楽に合わせて 
めいいっぱい動いたよ。 

七夕の飾りつけをしたよ。 

子育てボランティアさんが 
読み聞かせをしてくれました。 

子育てボランティアさんが 
綿菓子をつくってくれたョ。 

天気のいい 
日は戸外で 
新鮮な空気を 
すって冷たい 
水に触れて… 
楽しいネ!

素敵な 
笑顔ではい、 
チーズ!!

はじまり 
はじまり～。 

ジャニーズの歌に 
あわせてお母さんも 
なんかドキドキ� 
楽しいネ!!
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気軽に無理なく楽しく自由に 
地域で子どもは心豊かに育っています。　　　　　　　　　　にいらっしゃい!

地域で子育てを楽しもう！ 
子育てにやさしいまんのうづくり・・・ 

地域で子育てを楽しもう！ 
子育てにやさしいまんのうづくり・・・ 
地域で子育てを楽しもう！ 
子育てにやさしいまんのうづくり・・・ 

　まんのう町社会福祉協議会では、子育てボランティアの技術向

上を目的に、香川県立保育専門学院非常勤講師　岩根昭子氏をお

招きし、「子育てにおいて大切にしたいこと～子育てボランティア

の心構え～」と題して、子育てボランティアステップアップ研修

会を、6月27日まんのう町満濃農村環境改善センターにて、子育てボランティア21名の参加のもと開催しました。 

　「子育てにおいて大切にしたいこと」では、「人との関わりのもてる子ども」に育てる事が大切で、大人が、人

との良い関係を実際子どもに見せたり、経験させたりすることが大事であること、又、子どもには広い自由な遊び

場、新鮮な空気、十分な日光があたるという環境が大切であることなど、実体験をあげながらご講義いただきまし

た。 

　当日は身近な素材を使ったおもちゃづくりも交えて楽しい有意義な時間が過ごせました。 

　平成18年度子育てボランティア養成研修が計5回にわたりまん

のう町満濃農村環境改善センターにて開催されました。 

　この研修事業は、地域における子育て支援ボランティアの養成

のために実施し、その活用を図ることで地域の子育て支援機能の

充実・強化につなげ、少子化対策に資することを目的としています。 

　近年、歯止めのきかない少子化問題に加え、子ども虐待問題がクローズアップされていますが、子どもの心身の

発達を保障し、「子どもを守る」という理念に基づいた基盤整備は不十分な状況であり、「地域での見守り」の必

要性が指摘されています。 

　今年度も17名の受講者が、地域における子育て支援への関心を深めていただき、「この貴重な体験を研修だけ

で終わらせないように、支援活動に生かしていけたら」とのご感想をいただき、有意義な研修となりました。 

　町福祉保健課・町教育委員会等関係者の方々にはご協力頂き誠に有難うございました。 

　最後に快くボランティア研修を受け入れてくださった皆さん、本当に有難うございました。 

気軽に無理なく楽しく自由に 

毎週いろんな出会いがあります。 
みんなおいで！ 

いっしょに遊びましょう！！ 

満中ボランティアのお姉さんと 
いっしょに魚すくいをしたよ。 

音楽に合わせて 
めいいっぱい動いたよ。 

七夕の飾りつけをしたよ。 

子育てボランティアさんが 
読み聞かせをしてくれました。 

子育てボランティアさんが 
綿菓子をつくってくれたョ。 
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ふれあいワークキャンプ 
給食サービス 
ご存知ですか？ 

　調理が困難な高齢者に対して、栄養の 
バランスのとれた食事を提供するととも 
に利用者の安否確認を行うものとし、実 
施しております。 

　仲南支所では、月4回給食サービスを実施し

ています。 

　仲南地区の一人暮らしの高齢者や高齢者のみ

のご家庭へボランティアの皆さんによる手作り

のお弁当をお届けしています。 

　栄養士の和泉峰子さん（春日）の指導のもと、

季節の食材を取り入れながら栄養バランスの取

れたお弁当の配達をボランティアにより、安否

確認も兼ねて実施しています。 

　このサービスを希望される方は地区の民生委

員さん又は仲南支所（電話77－2991）までお

問い合わせ下さい。 

 

 

　本町に住所を有する、おおむね65歳以上のひ

とり暮らし世帯、高齢者のみの世帯及びこれに

準ずる世帯に属する高齢者等。 

お問い合わせ先  及び  お申し込み先 

【仲南地区】まんのう町社会福祉協議会　仲南支所　電話 77－2991 

【琴南地区】まんのう町社会福祉協議会　琴南支所　電話 85－0120

お気軽に 
お問い合わせ 
下さい。 

ふれあいワークキャンプ 

利用対象者 

仲南支所給食サービス 

やすらぎ荘給食サービス 
（高齢者ふれあいランド） 
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ふれあいワークキャンプ ふれあいワークキャンプ ふれあいワークキャンプ 
～福祉を担う子どもたち　やすらぎ荘で1泊2日の福祉体験～ 
　平成18年8月22日～23日、琴南中学校生徒18名（男子10名、女子8名）が 
特別養護老人ホームで福祉施設体験（ワークキャンプ）を行いました。 
　はじめは、入所者とのコミュニケーションがなかなか取れず緊張気味な中学生でしたが、職員の方の適切なア
ドバイスを受けて徐々に緊張もほぐれ、介助の仕方も慣れてきた様子でした。 
　わずか1泊2日の学習でしたが、参加した生徒達は、素敵な体験とすばらしい思い出をつくったのではないでし
ょうか。 
　ほんの一部ですが感想文を掲載致します。 

　今年は3年生も参加することができるようになり、心待ちにしていたやすらぎ荘ワークキャンプ。お年寄りと
のふれあいが大好きな僕は、今年で3度目の参加となりました。 
　車椅子の介助では、できるだけ自分から声かけを行い、話しかけるようにしました。僕の話しかけに答えてく
れた時、また、朝のすがすがしい空気を肌で感じながらお年寄りの笑顔を見ることができた時、僕の顔も笑顔に
なり、自然と優しい気持ちになっていました。 
　ふれあい活動では、昔のなつかしい遊びを一緒にしてみました。おじゃみ、おはじき、だるま落としやミニチ
ュアの輪投げなど、どの遊びも好評でお年寄りの笑顔をたくさん見ることができました。また、上手にできなく
て失敗しても、お互いに笑顔を失うことなく、ともに楽しく過ごすことができました。 
　最近はお年寄りと僕たちのような若い世代がともに過ごし話す機会が少なくなっているように思います。だ
からこそ、ワークキャンプのような活動はなくしてはならないと思います。 
　そして、僕はこれからもお年寄りと話し交流することを大切にし、お互いに心からふれあうことを続けてい
きたいです。 

ワークキャンプに参加して まんのう町立琴南中学校　第3学年　兼若　諒 
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善意の 
寄　附 
善意の 
寄　附 

　まんのう町社会福祉協議会では、皆様からの善意のご寄付
を、地域福祉・在宅福祉の推進などに有効に活用させていた
だきます。 
　本紙をもって改めて厚くお礼申し上げます。 

平成18年7月1日から平成18年9月30日 
敬称略・順不同 

 
 
東高篠　　森　　正幸 
公　文　　森　　政子 
四　條　　栗原　量子 
長　尾　　堀瀬　義明 
吉野下　　横井　謙二 
吉　野　　古川　�子 
炭所東　　宮武田鶴子 
吉野下　　原　　一雄 

造　田　　谷光　靖雄 
 
七　箇　　葛原　好美 
七　箇　　株薮　　進 
新　目　　高木　安雄 
追　上　　森末　弘己 
帆　山　　小山　賢治 
宮　田　　宮本　　実 
 
大阪府高槻市　井上　　始 

 
 
まんのう町グラウンド
ゴルフ協会 
同窓会出席者一同 
（長炭尋常高等小学校　男子
学級　昭和5年3月26日卒） 

個　人 個　人 団　体 団　体 

平成18年度  地域配分状況 

配分実績額 
4,525,088円 

身体障害者 
のために 
362,600円　8％ 

地域福祉のために 
3,292,628円　72％ 

更生保護事業 
のために 
50,000円　1％ 子どものために 

211,060円　5％ 

ボランティア 
活動のために 
438,800円 
10％ 

お年寄りのために 
170,000円　4％ 


